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　前
回
に
引
き
続
い
て
調
査
を
行
い
、遂
に
図
面
が
完
成
し
ま
し
た
。と
に
か
く
範
囲

が
広
大
で
、主
要
な
部
分
だ
け
で
も
全
長
1.6
㎞
、さ
ら
に
分
岐
し
た
数
カ
所
の
尾
根
上

に
も
遺
構
が
散
在
し
ま
す
。現
地
に
い
る
と
西
側
の
吉
田
盆
地
か
ら
風
が
吹
き
上
げ
、

冬
場
は
か
な
り
寒
い
こ
と
か
ら
、郡
山
合
戦
時
に
来
援
し
た
大
内
軍
が
全
て
こ
こ
に

駐
屯
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
四
十
六
回

編
集
後
記

　
今
月
の
特
集
は
、
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
関
す
る
も
の
で
す
。
既
に
17
組
が

結
婚
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
結

婚
相
談
員
さ
ん
や
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
皆
さ
ん
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
記
事
内

の
幸
せ
そ
う
な
写
真
を
見
て
、
私
も
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（

浮
田
）

　
春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。
寂
し

い
思
い
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う

思
い
か
ら
、
別
れ
が
強
調
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
今
月
は
、
あ
え
て
出
会
い
を
テ

ー
マ
に
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
、
ど
ん
な
出
会
い
に

も
や
っ
ぱ
り
意
味
が
あ
る
。
結
婚
を
決

め
る
ほ
ど
の
運
命
の
出
会
い
は
な
お
さ

ら
だ
、
と
感
じ
ま
す
。

　
大
き
な
出
会
い
、
小
さ
な
出
会
い
と

様
々
で
す
が
、
出
会
い
が
自
分
に
も
た

ら
し
て
く
れ
た
も
の
を
改
め
て
見
つ
め

な
お
し
、
未
来
に
向
け
て
、
す
べ
て
の

出
会
い
を
糧
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
）

　
3
月
末
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
神
楽
門
前
湯

治
村
や
邑
南
町
に
行
く
と
き
は
、
道
路

が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
運
転
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
結
婚
し
た
濱

野
さ
ん
一
家
。
未
桜
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、

幸
福
度
の
増
し
た
家
族
の
様
子
は
、
心

を
温
め
て
く
れ
ま
す
。

城
跡
：
全
体
は
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
に
分
か
れ
、自
然
地
形
に
近
い
加
工
の
粗
い
平
坦
地
が
断
続
的
に
延
々
と
続
い
て
い
ま
す
。元
々
こ
の
山
が
南
北
に
長
い

山
で
な
だ
ら
か
な
稜
線
で
あ
っ
た
た
め
、自
然
の
尾
根
も
利
用
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。特
徴
と
し
て
は
、①
通
常
の
山
城
の
よ
う
な

防
御
的
な
工
夫
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
②
Ⅴ
を
除
い
て
堀
切
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、各
郭
群
に
城
と
し
て
の
独
立
性
が
な
い
。こ
の
２
点
か
ら

も
、こ
の
遺
構
が
攻
め
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
な
い
一
時
的
な
陣
地（
駐
屯
地
）で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

考
察
：
江
戸
時
代
以
降
、陶
陣
所
跡
と
伝
わ
る
こ
の
城
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、北
東
の
柿
原
山

城
、さ
ら
に
南
西
の
吉
常
山
城
、田
淵
ヶ
城
も
大
内
軍
の
陣
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、高
塚
山
城
と

一
体
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
後
こ
れ
ら
の
城
に
つ
い
て
も
調
査
が
進
め
ば
さ
ら
に
広
範
囲

に
わ
た
る
長
大
な
陣
地
跡
群
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。郡
山
合
戦
は
大
内
軍
の
主
力
陶
勢
が

こ
の
山
を
下
り
て
一
気
に
戦
況
が
動
き
、尼
子
軍
の
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
皮
肉
に
も
、後
に
元

就
は
恩
人
陶
隆
房（
晴
賢
）を
厳
島
合
戦
で
破
り
自
害
に
追
い
込
み
ま
す
。毛
利
氏
の
一
大
転
機
と
な
っ

た
郡
山
合
戦
を
考
え
る
上
で
、こ
れ
ら
大
内
軍
の
陣
地
跡
は
重
要
な
史
跡
と
い
え
ま
す
。

じ
ょ
う

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

高
塚
山
城
〈
後
編
〉

た
か

つ
か

や
ま

じ
ょ
う

《
甲
田
町
下
小
原
、吉
田
町
吉
田
･
国
司
》

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

お
　ば
ら

ま
さ
は
る

く
ら
の
じ
ょ
う

高塚山城略測図（作図　秋本哲治）

Ⅴの堀切（北側より撮影）

なだらかな平坦地が続くⅣの尾根（南東側より撮影）
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平
成
26
年
3
月
1
日
を
も
っ
て
、
高

田
郡
6
町
の
合
併
に
よ
り
安
芸
高
田
市

が
誕
生
し
て
、
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
昨
年
12
月
に
は
「
安
芸
高
田
市
市

制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
」
を
行
い
、

5
か
条
か
ら
な
る
「
安
芸
高
田
市
民
憲

章
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
ま
ち
の
理
想
を

掲
げ
、
実
現
に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
が

努
力
す
る
た
め
の
行
動
規
範
と
な
る
も

の
で
す
。
今
後
は
、
こ
の
安
芸
高
田
市

の
理
想
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

「
オ
ー
ル
安
芸
高
田
」
で
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
当
市
の
財
源
の
柱

で
あ
る
普
通
交
付
税
の
段
階
的
減
額
が

始
ま
り
、
財
政
環
境
は
厳
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
が
、
継
続
し
て
行
政
改
革
を

推
進
し
、
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
不
断

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
満
足

度
を
高
め
る
施
策
を
行
う
た
め
の
財
政

基
盤
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
た
大
型
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
ま
で

に
概
ね
完
遂
し
た
こ
と
に
よ
り
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
ひ
と
つ
の
区

切
り
を
つ
け
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
は「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」

等
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
の
抑
制
縮
減
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
の
両
立
を

図
り
、
地
域
固
有
の
歴
史
的
遺
産
や
文

化
を
活
用
し
て
市
の
知
名
度
の
向
上
・

特
産
品
開
発
等
に
よ
る
地
域
活
力
の
向

上
を
め
ざ
す
「
未
来
創
造
事
業
」
等
に

よ
っ
て
今
後
の
市
の
「
活
力
の
芽
」
を

育
て
る
と
と
も
に
、
内
部
管
理
経
費
の

縮
減
、
民
間
へ
の
移
管
・
委
託
の
推
進
、

歳
入
の
確
保
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

通
じ
て
財
政
健
全
化
計
画
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
方
針
と
し
て

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

○
幹
線
道
路
網
の
整
備

　

可
部
バ
イ
パ
ス
の
大
林
工
区
の
開
通

や
平
成
26
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
尾

道
松
江
線
の
全
線
供
用
、
さ
ら
に
は
東

広
島
高
田
道
路
の
本
格
的
な
工
事
着
手

等
に
よ
り
、
本
市
周
辺
の
道
路
利
用
形

態
の
変
化
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
網
を
活
用
し
、
広
島
都

市
圏
な
ど
か
ら
の
交
流
人
口
増
加
に
向

け
た
取
組
を
促
進
し
て
い
く
ほ
か
、
安

定
し
た
雇
用
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的

に
企
業
誘
致
等
の
施
策
を
展
開
し
、
本

市
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
要
市
道
の
改
良
に
つ
き
ま
し
て

は
、
勝
田
～
根
の
谷
線
、
正
力
線
、
道

越
～
多
治
比
田
線
の
継
続
事
業
の
ほ

か
、
橋
梁
に
待
避
所
を
設
置
す
る
宮
ノ

城
南
田
線
の
測
量
設
計
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

○
国
道
沿
線
活
性
化

　

都
市
と
中
山
間
地
域
と
の
連
携
・
交

流
を
支
え
る
、
利
便
性
の
高
い
幹
線
道

路
施
設
の
整
備
に
向
け
、
国
土
交
通
省

や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
の
「
ふ
れ
あ
い
あ
き
た
か
た
産

直
市
」
が
あ
る
場
所
に
、
ノ
ー
バ
ッ
ク

パ
ー
キ
ン
グ
や
電
気
自
動
車
用
充
電

器
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え

た
新
し
い
タ
イ
プ
の
道
の
駅
整
備
を
検

平成26年度 施政方針

　平成26年第1回安芸高田市議会定例会で浜田市長が発
表した本年度の「施政方針」。
　安芸高田市が掲げる将来像 「人輝く・安芸高田市」を実
感できるまちづくりを進めるため、「市民総ヘルパー構想」
などの推進による行政コストの抑制縮減と公共サービスの
維持向上の両立を重点として予算編成に努めました。

討
し
て
お
り
、
産
業
・
経
済
・
文
化
・

観
光
振
興
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
農
産
業
振
興
、
雇
用

の
創
出
、
交
流
人
口
の
増
加
等
、
相
乗

的
な
効
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

○
情
報
基
盤
の
整
備

　

平
成
23
年
度
か
ら
着
手
し
た
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
は
、
平
成
25
年
10

月
か
ら
市
内
全
域
で
の
稼
働
と
な
り
ま

し
た
。
各
世
帯
に
設
置
し
た
テ
レ
ビ
電

話
「
お
太
助
フ
ォ
ン
」
は
、
行
政
情
報

や
防
災
情
報
等
を
迅
速
・
的
確
に
提
供

し
、
市
民
生
活
の
利
便
性
・
安
全
安
心

の
向
上
に
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
は
、「
お
太
助
フ
ォ
ン
」

を
活
用
し
て
、
市
内
の
医
療
機
関
や
健

康
器
具
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
管
理
事
業
を

開
始
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
福
祉
・
医

療
・
教
育
な
ど
の
分
野
で
、
都
市
部
と

格
差
の
な
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
と
と
も
に
、
特
産
品
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
企
業
誘
致
な
ど
の

産
業
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

消
防
車
両
や
防
火
水
槽
等
に
つ
い

て
、計
画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
で
整
備
を

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識

の
高
揚
の
た
め
、
地
域
振
興
会
等
を
中

心
と
し
た
、
自
主
防
災
組
織
が
市
内
一

円
に
拡
大
す
る
よ
う
、
強
く
推
進
す
る

と
と
も
に
、
防
災
資
機
材
・
備
蓄
物
資

の
購
入
支
援
や
防
災
訓
練
等
も
協
力
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
住
宅
対
策
の
充
実

　

子
育
て
・
婚
活
定
住
促
進
団
地
と
し

て
順
調
に
分
譲
さ
れ
て
い
る
、
向
ヶ
丘

団
地
・
上
甲
立
団
地
の
募
集
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
市
遊
休
地
や
民
有

地
を
活
用
し
た
民
間
事
業
者
主
体
の
住

宅
団
地
整
備
を
促
進
す
る
「
優
良
住
宅

団
地
支
援
補
助
制
度
」
に
よ
り
、
若
い

世
代
の
定
住
の
受
け
皿
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
、
空
き
家
マ
ッ
プ

の
作
成
や
空
き
家
活
用
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
空
き
家
の
実
態
把
握
及

び
利
用
促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
従
来

か
ら
行
っ
て
い
る
「
空
き
家
改
修
補
助

制
度
」「
安
全
・
安
心
・
住
環
境
リ
フ
ォ
ー

ム
普
及
促
進
補
助
金
」
に
つ
い
て
も
継

続
し
、
一
層
の
定
住
促
進
と
地
域
経
済

の
活
性
化
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

○
上
水
道
の
整
備

　

未
給
水
区
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、

甲
田
町
山
田
地
区
の
配
水
施
設
整
備
工

事
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
美
土

里
町
横
田
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

量
の
安
定
供
給
確
保
の
た
め
、
本
郷
給

水
区
の
区
域
拡
張
と
、
吉
田
町
丹
比
・

可
愛
給
水
区
を
拡
張
し
、
美
土
里
・
高

宮
給
水
区
へ
の
連
絡
管
設
置
工
事
を
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
下
水
道
の
整
備

　

一
層
の
水
洗
化
率
向
上
に
向
け
、
引

き
続
き
、
公
共
下
水
道
事
業
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
市
設
置
型
の
浄
化
槽

整
備
を
推
進
し
、
早
期
に
全
市
的
な
水

洗
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
費
の

一
部
を
補
助
す
る
「
下
水
道
加
入
促
進

補
助
金
」
の
活
用
に
よ
り
、
下
水
道
へ

の
加
入
促
進
を
、
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
の
屋
根
等
の
貸
付
事
業

　

国
内
最
大
手
の
太
陽
光
発
電
事
業
者

に
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設
の
屋
根
等

を
貸
し
出
し
、
市
は
屋
根
等
の
使
用
料

を
事
業
者
か
ら
受
け
取
る
と
い
う
契
約

を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
今
後
発
生
す
る
公
共
施
設
の
修

繕
等
の
管
理
運
営
の
た
め
に
基
金
と
し

て
積
み
立
て
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理

　

市
内
の
全
て
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す

る
ほ
か
、
公
共
施
設
配
置
の
最
適
化
の

検
討
を
進
め
、
必
要
と
な
る
施
設
管
理

運
営
費
等
の
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
道
路
施
設
に
つ

い
て
も
、計
画
的
な
補
修
の
た
め
の「
道

路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
」
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る「
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
」

の
戦
略
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
学
校
教
育
の
充
実

　
「
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
児
童

生
徒
の
育
成
の
た
め
、「
安
芸
高
田
み

つ
や
協
育
」
の
推
進
・
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

○
学
校
規
模
適
正
化

　

学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
様
と
の
協
議
を
行

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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○
文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

4
世
紀
後
半
の
県
内
最
大
級
の
甲
立

古
墳
か
ら
出
土
し
た
家
型
埴
輪
の
レ
プ

リ
カ
作
成
や
埴
輪
を
復
元
し
て
展
示
公

開
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
追
加
調
査
を
実
施
し
、
国
の
史
跡
指

定
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」
が
Ｊ
１
で
優
勝

し
、
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後
も

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
・
湧
永
レ
オ

リ
ッ
ク
な
ど
、
本
市
に
練
習
拠
点
を
置

く
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
へ
の
支
援
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
多
文
化
共
生
施
策
の
推
進

　

外
国
人
市
民
と
日
本
人
市
民
が
、
互

い
の
違
い
を
認
め
合
い
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
「
安
芸
高
田
市
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

多
文
化
理
解
を
深
め
る
市
民
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
市
民
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
、
日
本
語
教
室
の
開
催
や
相
談

員
・
通
訳
員
の
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

○
結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
支
援

　
「
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ
っ
て
、

平
成
25
年
度
ま
で
に
17
組
が
成
婚
す
る

な
ど
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
支

援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
の
推
進

　

介
護
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
「
生
活
・

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業｣
や｢

安

心
生
活
創
造
事
業｣

、
医
療
分
野
に
お

け
る
「
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策

事
業
」
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
「
健

康
づ
く
り
運
動
支
援
事
業
」
な
ど
に
、

市
民
・
福
祉
事
業
者
・
医
療
機
関
・
行

政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

「
健
康
倍
増
計
画
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

「
若
年
性
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
」
と

し
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
活
習
慣

病
予
防
の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
視
点
か
ら
、

市
民
・
医
療
機
関
・
行
政
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、「
生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防
事
業
」
や
「
健
康
づ
く
り

運
動
支
援
事
業
」に
取
り
組
む
こ
と
で
、

健
康
で
充
実
し
た
生
活
と
医
療
費
の
抑

制
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
救
急
医
療
体
制
の
充
実

　

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
を
は
じ
め
、

地
域
の
中
核
病
院
で
あ
り
ま
す
Ｊ
Ａ
吉

田
総
合
病
院
と
連
携
し
、
救
急
医
療
体

制
の
整
備
や
医
師
等
の
人
材
確
保
の
取

組
を
行
う
ほ
か
、「
休
日
・
夜
間
救
急

診
療
所
」
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
財

政
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
子
ど
も
の
健
康
保
持

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
乳
幼

児
医
療
費
の
公
費
助
成
を
平
成
25
年
度

よ
り
中
学
3
年
生
ま
で
拡
充
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
子
育
て
環
境
の
充
実

　
「
24
時
間
保
育
」
体
制
の
充
実
の
た

め
、
土
曜
日
の
終
日
保
育
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
若
者
の
定
住

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
近
年
相
談
件
数

が
増
加
し
て
い
る
発
達
障
害
に
つ
い

て
、
相
談
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
障
害
者
の
自
立
支
援
を
目
的
に
、

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
、
こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
相
談
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
形
成

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

が
、
国
全
体
で
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

市
に
お
い
て
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

生
か
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
の
方
向
性
に
沿
っ
た
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
活
用
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
の
新

た
な
取
組
と
し
て
、「
生
ご
み
減
量
化
」

の
啓
発
活
動
を
行
い
、
可
燃
ご
み
の
処

分
費
用
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
従
来
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
し
た
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
き
ま
し
て
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
を
拡
大
す
る
な

ど
、
減
量
化
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
の
振
興

　

ほ
場
整
備
事
業
で
は
、
甲
田
町
下
甲

立
地
区
を
継
続
し
て
事
業
推
進
し
、
水

田
の
大
区
画
化
を
は
じ
め
、農
道
整
備
、

用
水
路
・
排
水
路
の
整
備
等
、
総
合
的

に
事
業
を
進
め
、
農
業
生
産
性
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　

新
た
に
有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
を
設

置
し
、市
と
捕
獲
班
と
の
連
携
に
よ
り
、

対
策
の
効
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
農

作
物
の
被
害
を
防
ぐ
防
護
柵
等
の
設
置

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
肉（
ジ

ビ
エ
）
の
活
用
を
図
る
た
め
、
高
宮
町

内
に
整
備
し
た
食
肉
処
理
施
設
の
活
用

を
進
め
、
特
産
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

○
耕
作
放
棄
地
対
策

　

農
業
の
担
い
手
不
足
と
耕
作
放
棄
の

問
題
が
広
が
る
中
、
集
落
等
に
お
け
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
の
解
消
を

図
り
な
が
ら
、
担
い
手
農
家
等
へ
の
集

積
を
促
進
す
る
取
組
な
ど
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
野
菜
等
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進

　

青
ネ
ギ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
競
争

力
の
あ
る
作
物
の
産
地
化
及
び
販
路
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
や

県
等
の
機
関
と
連
携
し
、
選
果
場
な
ど

の
施
設
整
備
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
三
矢
ブ
ラ
ン
ド
」
や
「
あ

き
た
か
た
の
た
か
ら
」
な
ど
安
芸
高
田

市
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
、
販
路
拡
大

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
や
安
芸
高

田
市
地
域
振
興
事
業
団
と
連
携
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
生
産
か

ら
加
工
・
販
売
ま
で
行
う
6
次
産
業
化

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

○
農
業
後
継
者
の
育
成
支
援

　

市
と
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
が
共
同
拠
出
し

て
造
成
し
た「
農
業
後
継
者
育
成
基
金
」

に
よ
り
、
県
立
農
業
技
術
大
学
校
の
学

費
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
国
が
平

成
24
年
度
か
ら
開
始
し
た
青
年
就
農
給

付
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
新

規
就
農
者
の
育
成
確
保
策
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
商
工
業
の
振
興

　

先
に
も
触
れ
た
国
内
最
大
手
の
太
陽

光
発
電
事
業
者
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
村
跡
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設

の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
加
速
す
る
と
と

も
に
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
、大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気

の
好
転
や
今
般
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
踏
ま
え
、
今
後
も
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
雇
用
対
策

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
安
芸
高
田
市
工
業
会

等
と
連
携
し
、
高
校
生
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
若
年
層

の
就
労
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
に
つ

な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
地
元
企
業
の
支
援

　

今
般
整
備
し
た
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
て
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

し
、
商
品
等
の
販
売
に
取
り
組
む
事
業

者
を
支
援
す
る
制
度
を
新
た
に
設
け
、

地
元
企
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
観
光
振
興

　
「
安
芸
高
田
市
観
光
協
会
」
の
設
立

に
よ
り
、
市
内
観
光
情
報
の
集
約
と
併

せ
、
地
域
に
存
在
す
る
様
々
な
魅
力
・

隠
れ
た
魅
力
を
新
た
な
視
点
で
観
光
資

源
と
し
て
育
て
て
い
き
、
賑
わ
い
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
た
な
ツ
ー
ル
も
導

入
し
な
が
ら
、
観
光
情
報
の
充
実
・
発

信
に
努
め
る
ほ
か
、
近
年
は
「
ま
ち
歩

き
」
に
よ
る
観
光
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
ま
ち
歩
き
」
の
た
め
の
周

遊
プ
ラ
ン
や
案
内
図
の
作
成
を
行
い
、

新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

神
楽
や
毛
利
元
就
の
歴
史
遺
産
等
を

活
用
し
た
観
光
振
興
や
地
域
振
興
施
策

に
取
り
組
む
、「
未
来
創
造
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
神
楽
甲
子
園
」や「
ひ

ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
」
が

大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
な
ど
、
年
を
重
ね

る
ご
と
に
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
地
元
経
済
の
活
性
化

に
繋
げ
る
た
め
、
地
域
で
の
受
入
体
制

の
整
備
や
「
売
れ
る
特
産
品
」
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会

　

多
く
の
皆
様
の
入
会
・
支
援
に
よ
っ

て
、
広
島
支
部
が
発
足
す
る
な
ど
組
織

の
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、「
ひ
ろ
し

ま
安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
」
の
開
催

に
際
し
て
も
、
関
東
方
面
の
会
員
に
多

大
な
ご
助
力
を
頂
き
ま
し
た
。今
後
は
、

東
京
支
部
の
発
足
も
視
野
に
、
組
織
の

充
実
・
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特

色
あ
る
活
動
を
展
開
し
、
観
光
振
興
や

特
産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
、
市
の
活
性

化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
予
算
の
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

サンフレッチェ広島の選手たち

ひろしま安芸高田神楽　第３回東京公演
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工事内容 備　　考

対
象
外

車庫、物置、倉庫などの工事
店舗、工場、事務所などのリフォー
ム
門扉、ブロック塀、舗装などの外
構工事
植樹、剪定などの植栽工事
住宅太陽光発電システムの設置工
事

住宅用太陽光発電システム設置事
業助成を利用する。

電話、インターネット配線工事
下水道へのつなぎ込みに係る排水
設備工事、浄化槽工事

住宅の解体工事 解体工事のみは×。リフォームに
伴う部分の解体であれば○

併用住宅のうち、店舗、事務所部
分の修繕、補修、模様替え、増築 居住用に改修する場合は○

シロアリ駆除、その他消毒などの
薬剤散布・塗布
電器製品（エアコン、テレビ、照
明器具等）の購入、設置取付 照明器具でＬＥＤへの交換は○

テーブル、椅子、タンス、カーテ
ン等の家具類の購入取付
単に電磁調理器、ガスコンロ等の
設備機器を設置、又は取替え
ハウスクリーニング、排水管清掃
など
公共工事の施工に伴う補償費の対
象となる工事
その他市長が補助対象と認めない
もの

項　　目 リフォームの内容

リ
フ
ォ
ー
ム
例

バ リ ア
フリー化

手すり設置・段差解消・便所改修・浴室改修・建具改修・
スロープ設置　等

省 エ ネ LED照明・窓断熱（ペア硝子、二重サッシ）・外壁断熱・
屋根断熱・天井断熱・床断熱　等

防　　災 家具類転倒防止・ガラス飛散防止・防炎カーテン・耐震瓦
葺き替え　等

防　　犯 防犯ガラス入替え・フイルムの貼付け・面格子・雨戸、窓
シャッターの設置　等

対象外となる工事
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見事な開幕２連勝
サンフレッチェ広島　2014地元開幕戦応援バスツアー

　3月8日（土）、サンフレッチェ広島の地元開幕戦
の応援のため、約100名の市民がバスツアーに参
加し、エディオンスタジアム広島へ向かいました。
　選手入場の際には勇壮な姿の毛利武者隊が選手の
花道を演出。入場をより一層盛り上げました。
　試合は川崎フロンターレに先制されたものの、佐
藤寿人選手の見事なゴールで追いつき、後半アディ
ショナルタイムに塩谷司選手がゴールを決め、2-1
で勝利。サンフレッチェ広島は、J1リーグ3連覇
へ向けて良いスタートを切りました。

自助・共助・公助で伸ばそう健康寿命！
安芸高田市健康倍増事業　健康づくりシンポジウム
　健康寿命を延ばすためには、誰もが日常的に健康に気を付けておくことも大切です。
　2月16日（日）、クリスタルアージョで、健康づくりシンポジウムが開催されました。
国の健康づくりの指針、健康増進法「健康日本21」の策定に携われた、公益財団法人
日本健康・栄養食品協会理事長の下田　智久さんによる基調講演や、広島大学大学院
教授の森山　美和子さんをコーディネーターに迎え、安芸高田市や市の医療に関係す
る方たちで行ったパネルディスカッションなど、健康寿命を延ばすために、一人一人
にできること、医療機関にできること、行政にできることを、それぞれしっかりと考
える日となりました。

第20回　夢ふたたび江の川
―鮭よかえってこいー
　古くから日本の川に住んでいた魚たち。環境汚染や
外来種の増殖によって、いつしか数が少なくなってき
ました。それらが、再び泳ぐ川を後世に残していくの
は、今を生きる私たちにかかっているのかもしれませ
ん。
　3月9日（日）、高宮町川根・梶矢橋付近で行われた、
夢ふたたび江の川。児童・生徒による江の川アピール
や、紙芝居、鮭の稚魚の放流などで、美しい川のかけ
がえのなさを痛感。神楽やバザー、パネル展示も行わ
れるなど、みなさんで江の川を身近に感じました。

安芸高田市から未来への旅立ち
サンフレッチェ広島ユース3年生を送る会

　サッカーをするために安芸高田市へやってきたサ
ンフレッチェ広島ユース生。今年は10名が巣立ち
ます。
　2月28日（金）、クリスタルアージョ小ホールで
は、その旅立ちを祝う会が。安芸高田市で暮らした
3年間は、彼らにとって青春という時代に彩られた
もの。サッカーの練習、学校生活、寮での暮らし。
うれしかったことも、悔しかったことも、すべてが
彼らの糧になっています。第二の故郷安芸高田市を
胸に、未来へ羽ばたいていってくれることでしょう。

日本ハンドボールリーグの凄さを実感
ワクナガレオリック応援バスツアー

　2月11日（祝・火）、広島市東区スポーツセン
ターにおいてワクナガレオリックと大崎電気の
公式戦が行われ、101名の市民がバス3台に乗
り込み、応援に駆け付けました。ほぼ満員となっ
た会場では、勝利を願うレオリックへの大声援
の中、試合が始まりました。開始直後から、両
チームとも見事なシュートが決まり、攻撃と守
備が激しく入れ替わる展開となりました。わず
かの差で、残念ながら負けてしまいましたが、
見ごたえのある良い試合でした。

今年も多くの義援金が集まりました
第3回東日本大震災復興支援チャリティー神楽共演大会
　3月9日（日）、八千代文化施設フォルテでチャリティー神
楽共演大会が行われました。
　2014年3月11日で東日本大震災から3年が経ちます。神
楽団員有志の呼びかけで行われているこの大会は今回で3回
目となり、今年は上河内、桑田天使、塩瀬、神幸、八千代神
楽団、塩瀬獅子舞保存会、備後神楽 青木社中が出演しました。
　上演する演目は来てからのお楽しみという、いつもの神楽
共演大会とは違った今回のチャリティー神楽共演大会。この
1日で30万5,988円の義援金が集められ、日本赤十字社を
通して寄付されました。

素晴らしいエンターテインメント
いっこく堂＆マギー審司スーパーライブ

　テレビでおなじみの二人の舞台に、会場のお客さ
んは大盛り上がり。笑いあり、驚嘆ありで進むライ
ブは、二人の世界観で満たされた時間となりました。
　3月1日（土）、安芸高田市市制施行10周年を迎え
たこの日、クリスタルアージョが歓声に沸きました。
マギー審司さんの軽快なトークやマジックに手をた
たく方。いっこく堂さんの腹話術に思わず身を乗り
出してしまう方。公演終了後にはお楽しみ抽選会が
行われるなど、最後まで二人が繰り広げる素晴らし
いエンターテインメントの世界を堪能しました。
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

陰
陽
神
楽
街
道
「
神
楽
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
」

　

広
島
県
安
芸
高
田
市
と
島
根
県
邑
南
町
は
、

古
く
か
ら
県
境
を
越
え
て
、
教
育
・
文
化
を
共

有
し
、お
互
い
支
え
あ
い
協
力
し
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
安
芸
高
田
市
の
神
楽
は
、
出
雲
流
神
楽

（
儀
式
舞
）
か
ら
石
見
神
楽
（
能
舞
）
を
経
て
、

江
戸
期
に
安
芸
高
田
市
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
伝
承
ル
ー
ト
の
一
つ
が「
主

要
地
方
道
吉
田
邑
南
線
」
で
あ
り
ま
す
。
一
昨

年
、
4
月
邑
南
町
の
久
喜
地
区
の
お
祭
り
で
、

溝
口
島
根
県
知
事
と
石
橋
邑
南
町
長
に
こ
の
事

を
お
話
さ
せ
て
頂
く
中
で
、「
主
要
地
方
道
吉

田
邑
南
線
」
を
「
陰
陽
神
楽
街
道
」
と
命
名
す

る
事
を
快
く
了
承
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後
日
、

湯
崎
広
島
県
知
事
に
こ
の
事
を
報
告
し
、
了
解

し
て
頂
き
、
同
年
、
10
月
に
「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
及
び
観
光
交
流
協
定
調
印
式
」
と
合
わ
せ
て

「
陰
陽
神
楽
街
道
」の
命
名
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
陰
陽
神
楽
街
道
」
の
命
名
を
契
機
に
、
安

芸
高
田
市
と
邑
南
町
の
災
害
時
の
協
力
は
も
と

よ
り
、
神
楽
を
中
心
と
し
た
様
々
な
文
化
や
行

事
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
交
流
を
強
化
し
、

地
域
間
交
流
の
促
進
や
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
「
陰
陽
神
楽
街
道
」
を
活
用
し
、
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
50
年
前
に
高
校
の
修
学
旅
行
で
北
海

道
の
知
床
に
行
き
ま
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

と
知
床
半
島
を
見
下
ろ
す
道
路
を
通
過
す
る
と

き
、
タ
イ
ヤ
が
奏
で
る
舗
装
面
か
ら
、「
知
床

旅
情
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
、旅
情
に
浸
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
「
陰
陽

神
楽
街
道
」
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
広
島
県

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
当
該
路
線
に
案

内
標
識
を
設
置
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
神
楽
の

囃
子
を
奏
で
る
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
」
を
施

工
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

は
、
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
接
触
音
を
利
用
し
、
路

面
に
施
工
し
た
溝
間
隔
の
長
短
や
溝
の
太
さ
な

ど
を
変
え
る
こ
と
で
、
走
行
時
に
曲
、
又
は
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
も
の
で
す
。
通
常
は
、
流

し
た
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
楽
譜
を
、
路
面
を
切
断

す
る
機
械
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
溝
を
切
削
し
ま

す
が
、
神
楽
の
奏
楽
（
笛
・
鐘
・
太
鼓
）
に
は

楽
譜
が
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
譜
の
無
い
神
楽
の
演

奏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
や
走
行
時
の
接
触
音
の
み

で
の
3
楽
器
の
演
奏
の
再
現
は
大
変
に
困
難
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
一
昨
年
、
安
芸
高
田

神
楽
東
京
公
演
に
招
待
い
た
し
ま
し
た
学
習
院

大
学　

川
嶋
辰
彦
名
誉
教
授
は
、
楽
譜
が
な
い

の
に
、
笛
・
鐘
・
太
鼓
が
舞
手
と
呼
吸
が
合
っ

て
い
る
事
に
疑
問
を
持
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
疑

問
を
解
決
す
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
安

芸
高
田
市
に
来
ら
れ
神
楽
の
練
習
（
上
河
内
神

楽
団
）
を
拝
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
舞
い
手
の

生
身
の
所
作
と
心
意
気
を
直
接
肌
に
感
じ
な
が

ら
奏
で
る
笛
・
鐘
・
太
鼓
を
見
て
、
納
得
を
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
楽
譜
の
無
い
神
楽
の
奏
楽
を
メ

ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
に
使
用
し
た
い
と
、
広
島

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
音
楽
文
化
教
育
学

講
座
（
作
曲
）
の
徳
永
崇
准
教
授
に
相
談
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
川
嶋
名
誉
教
授
の
話

に
も
大
変
共
鳴
さ
れ
、
大
学
で
の
ご
自
身
の
研

究
・
講
義
と
は
全
く
異
な
る
分
野
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
神
楽
の
楽
譜
化
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
）
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
と
し
て
の
ア
レ
ン

ジ
を
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。道
路
で
奏
で
る
、

安
芸
高
田
市
の
神
楽
に
対
す
る
熱
き
思
い
が
全

国
に
広
く
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
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議会で思いを述べる
生徒議会
　毎年、市内中学生を対象に行われる生徒議会。今年
は、2月14日（金）に、美土里中学校2年生が意見を述
べました。
　議会という独特の雰囲気の中、堂々と発表する生徒
たちの姿からは、「安芸高田市をよくしたい」という真
剣な思いが伝わってきます。再質問をしたり、パネル
を用意して提示したりと、生徒たちは、生徒議会のた
めに、安芸高田市の現状と課題を丹念に調べてきたよ
うです。今回の経験が、今後の選挙や施策に対する関
心・理解につながることが期待されます。

菊地弁護士による人権講演会
出会いの人生から学んだこと～子どもにより添える心を育てる～

　「行列のできる法律相談所」などのテレビ番組に出
演されている菊地幸夫弁護士が２月１６日（日）、向
原生涯学習センターみらいにて人権講演会を行いま
した。
　講演では、地元小学校の女子バレーボールチーム
の監督を務める中で、指導を子どもたちに強制する
のではなく、子どもたちが自分で考える力を育むた
めに、子どもたちの自主性を大切にしているエピ
ソードなどを披露。菊地弁護士のお話から、明るく
きさくで、誠実な人柄が伝わってきました。

安芸高田市民フォーラム「安芸高田物語」第10章
～10年間のまちづくりを振り返って～

　安芸高田市が誕生して、10年。それは、市民と
行政が協働に歩んできた10年でもあります。
　2月23日（日）、向原生涯学習センターみらいで
市民フォーラムが開催されました。向原小学校・中
学校の学習活動発表の後は、わがまち物語で、各町
の振興会の活動発表や県立広島大学　名誉教授の野
原建一さんをコーディネーターに迎えてのパネル
ディスカッションが行われるなど、安芸高田市をよ
り住みやすい町にするためにはどうすればよいかを
みんなで考えるフォーラムになりました。

ＩＣＴ利活用による地域づくりを考える
地域ＩＣＴ利活用普及促進セミナー in 安芸高田
　ＩＣＴ（情報通信技術）利活用を多くの地域に広める
ため、地域ＩＣＴ利活用普及促進セミナーが2月18
日（火）、クリスタルアージョにて開催されました。
　セミナーでは、総務省地域通信振興課による講演や
県外の企業・団体によるＩＣＴ利活用の事例紹介の後、
安芸高田市情報政策課から光ネットワーク整備事業を
紹介。パネルディスカッションでは浜田市長をパネリ
ストに迎え「ＩＣＴ利活用によるスマートプラチナ社
会を目指して」をテーマに議論しました。
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第32回全国高等学校
アーチェリー選抜大会
リカーブ部門女子　
FITAラウンド個人
喜連川　朱音（吉田高等学校）

第29回全国高等学校新体操選抜
大会
男子新体操団体
国岡　司、益原　匡（三次高等学校）

第37回全国高等学校ハンドボー
ル選抜大会
ハンドボール女子
國廣　紗弥香、塩谷　緋子（山陽

高等学校）

第33回全国高等学校空手道選抜
大会
男子団体組手
坂口　元太、平岡　流一（呉港高
等学校）

第９回春の全国中学生ハンドボール
選手権大会
ハンドボール男子
広 島 メ イ プ ル レ ッ ズ ジ ュ ニ ア 
スポーツクラブ
河原　脩斗（甲田中学校）
ハンドボール女子

甲田中学校
甲野　怜、重本　悠花、金川　依央、
中野　真弥、岡部　絵留菜、田中　友紀乃、
堀越　聖菜、村末　梨紗

第44回日本少年野球春季全国大会
硬式野球
安芸高田ボーイズ
平川　蓮（吉田中）、竹邉　聖悟（美
土里中）、湯浅　隼太（吉田中）、
渡辺　恭平（広島新庄中）

第86回選抜高等学校野球高等学
校硬式野球部
山岡　就也（広島新庄高等学校）

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
対
す
る 

「
表
示
制
度
」
の
開
始

　

４
月
１
日
か
ら
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
、

多
数
の
方
が
利
用
す
る
建
物
の
防
火
安

全
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
「
表
示

制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
「
表
示
制
度
」
と
は

　

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
関
係
者
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
消
防
機
関
が
審
査
し

た
結
果
、
消
防
法
令
ほ
か
、
重
要
な
建

築
構
造
等
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
、

防
火
上
安
全
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
建

物
に
対
し
て
、
消
防
機
関
か
ら
「
表
示

マ
ー
ク
」
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
制
度
よ
り
も
審
査
項
目
を
増

や
し
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
建
物

　

３
階
建
以
上
で
収
容
人
数
が
、
30
名

以
上
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
が
対
象
で
す
。

■
交
付
す
る
「
表
示
マ
ー
ク
」

　

消
防
機
関
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
表

示
基
準
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
銀
色

の
「
表
示
マ
ー
ク
」
が
交
付
さ
れ
、
３

年
間
継
続
し
て
基
準
に
適
合
し
て
い
れ

ば
、
金
色
の
「
表
示
マ
ー
ク
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
表
示
は
、
本
年
８
月
１
日
か
ら

建
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
出
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
表
示
が
あ
る
ホ
テ
ル

は
よ
り
安
全
と
言
え
ま
す
。

　

旅
行
を
計
画
す
る
際
の
参
考
と
し
て

く
だ
さ
い
。

■
表
示
マ
ー
ク

打
揚
式
動
物
駆
除
用
煙
火
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　

昨
年
、
鳥
獣
等
の
動
物
駆
除
に
用
い

ら
れ
る
打
揚
式
動
物
駆
除
用
煙
火
の
使

用
中
に
、
持
ち
手
付
近
が
破
裂
し
、
指

を
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
来
は
、
地
上
に
固
定
す
る
な
ど
し
て

使
用
し
、
手
に
持
っ
て
使
用
す
る
場
合

は
、
専
用
の
手
持
ち
ホ
ル
ダ
ー
を
使
用

す
る
な
ど
慎
重
に
取
り
扱
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

打
揚
式
動
物
駆
除
用
煙
火
を
使
用
す

る
際
に
は
、
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、
火
薬
類
の
安
全

な
取
扱
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」 

子
供
達
が
元
気
に
防
火
パ
レ
ー
ド

　

春
の
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
か

ら
３
月
７
日
）を
前
に
、２
月
27
日（
木
）

に
ゆ
め
タ
ウ
ン
吉
田
店
で
吉
田
幼
稚
園

と
吉
田
保
育
所
の
安
芸
高
田
市
危
険
物

防
火
安
全
協
会
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
防

火
パ
レ
ー
ド
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

い
、
子
供
達
が
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
毎
年

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火

災
を
起
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（1件）

94件
（247件）

0件
（4件）

3件
（5件）

２月

吉田幼稚園 吉田保育所

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

19件

0人

33人

23件

0人

23人

－4件

±0人

＋10人

死 者 数

負傷者数

H26.2末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○春の全国交通安全運動が始まります!!
・実施期間　　平成26年4月6日（日）～ 4月15日（火）
　　　　　　　交通事故死ゼロを目指す日　4月10日（木）
・運動の重点　①自転車の安全利用
　　　　　　　②全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

ドの正しい着用の徹底
　　　　　　　③ 飲酒運転の根絶
　各地でキャンペーン等が開催されます。みんなで運動を盛り
上げ、交通事故の防止に努めましょう!!

☆平成26年広島県交通安全年間スローガン
「ゆずりあい　そのやさしさも　おもてなし」

73

・追突事故が増加したほか、対歩行者事故が多発し
ています。

・ほんの一瞬、わずかな油断が重大な結果を引き起
こします。

　歩行者を見かけたらその動きをよく見て、思いやり
を持った運転をお願いします。

　新学年となり子どもたちも新しい
環境に心弾んでいることでしょう。
　しかし子どもを狙った卑劣な人間
は、近くでスキをうかがっています。
　子どもに「５つの約束」を教えましょう。
●５つの約束
①知らない人には絶対について行かない
②だれかに連れて行かれそうになったら、「助けて」

と大声で叫ぶ、防犯ブザーやホイッスルを鳴らす

③外で一人では遊ばない
④友だちが知らない人に連れて行かれそうになった

ら、大声で助けを呼ぶ
⑤遊びに行くときは、どこで、だれと遊ぶか、何時

に帰るかを家の人に言って出かける

地域全体で子どもを見守りましょう
子どもの防衛能力を向上させましょう

子どもの犯罪被害防止

全国大会出場おめでとうございます
　安芸高田市から21名の方が、全国大会に出場されます。全国の舞台で活躍できるよう頑張ってください。

羽佐竹土地改良区
　地域農業の振興と地域資源
の保全活動に大きく寄与した
功績をたたえられ、広島県土
地改良事業団体連合会から表
彰されました。おめでとうご
ざいます。

金田　春登さん
　多年にわたり土地改良事業
の促進に尽くすとともに、地域
農業の発展に貢献した功績を
たたえられ、広島県土地改良
事業団体連合会から表彰され
ました。おめでとうございます。

表彰おめでとうございます
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は、人数により時間延長する場合があり

ますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ 47-1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 

〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15

子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
４月17日（木） 

10：15～10：30　受付 
10：30～11：00　活動

クリスタルアージョ　１階 
プレイルーム 
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　２～４歳"

４月24日（木） 
10：15～10：30　受付 
10：30～11：15　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳"

月日・受付時間 対　　象 会　場
４月10日（木）
13：00～13：15

３歳児健康診査
・H22年10月生まれ

中央保健
センター

４月17日（木）
13：00～13：15

１歳６か月児健康診査
・H24年９月生まれ

中央保健
センター

４月24日（木）
13：00～13：15

乳児健康診査
・H25年６月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

４
月
11
日
（
金
）

10:00

～

11:30
吉 田 町

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児

相談
●２歳６か

月児相談

※4か月児相談、2歳6か月
児相談の対象児には個人
通知します。

【対象】4か月児相談は平成
25年12月生まれ。

　2歳6か 月 児 相 談 は 平 成
23年10月生まれ。

※内容：身体計測・食生活・
歯・育児全般における相談

※現在使用している歯ブラシ
をご持参ください。

※午後の相談会では、『おっ
ぱい相談』も行います。希
望の方は、事前に保健医
療課へお申込みください。

（ 42－5633）

13:00

～

14:30

吉 田 町
美土里町
高 宮 町

４
月
25
日
（
金
）

10:00

～

11:30
甲 田 町

13:00

～

14:30
向 原 町
八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます。事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
４月10日（木） 
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

４月15日（火） 
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

４月17日（木） 
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

４月17日（木） 
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

４月23日（水） 
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

４月24日（木） 
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６
◆新設された保育園の連絡先をご紹介いたします。
向原こばと園　　　 ４６－７０２２

老人保健施設のぞみにて、歌を披露する
ひの川幼稚園の園児たち（2月27日（木）撮影）。

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

４月18日（金）
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

４月11日
～

４月17日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ー 5633）へお申し込み

ください。

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

４月30日（水）
（10:00～12:00）

中央保健
センター

３階

第１回「マタニティーライフを
楽しもう!!」

★妊娠中から始めるエクササイ
ズで骨盤ケア♪

★ママの変化とベビーの成長♪
★健やかな妊婦生活♪
★知っておきたい安芸高田市の

制度や母子保健事業♪

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを行いますので、動きやすい服装で

おいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は5

月20日（火）《妊娠期・授乳期のママの栄養とデンタルケア》
を予定しています。

※予約先：保健医療課　 42－5633

　乳幼児健診では、子どもさんが健康に順調に育ってお
られるか、成長や発達の上で心配なことや、病気はない
かなどの確認や、子どもさんそれぞれに合った子育ての
アドバイスを行っています。

　安芸高田市で行っている乳幼児健診を紹介します。

※案内日に受診できない場合で、受診可能な年齢までに受診を
希望される方は保健医療課まで連絡してください。

※3歳児健康診査は、就学時健康診断までの幼児期に受けられ
る最後の総合的な健診になりますので、ぜひ受診しましょう。

※いずれの健康診査も対象の子どもさんと保護者の方には、３
～ 4週間前に個人通知をします。また、広報あきたかたにも
日時や対象について掲載しています。

平成26年度乳幼児健康診査予定

※場所はいずれも中央保健センター（吉田）です。受付
時間は13時から13時15分です。

乳幼児健診を受けましょう！

健診の種類 時期 目的
案内日に受診でき
なかった場合、受
診可能な年齢

乳児
健康診査

生後９～
10か月

発育や健康状態、はいはい、つ
かまり立ち等の運動発達、言葉
への反応、周囲への関心などを
確認します。

1歳未満

1歳6か月児
健康診査 1歳6か月

発育や健康状態、歯の生えかた、
言葉などのコミュニケーション
の発達、ひとりで歩けるように
なったかなどを確認します。

2歳未満

3歳児
健康診査 3歳6か月

発育や健康状態、むし歯の有無、
言葉の理解や会話の力などを確
認します。

4歳未満

3歳児健診 1歳6か月健診 乳児健診
H26年

4月
10日（木） 17日（木） 24日（木）

平成22年10月生まれ 平成24年9月生まれ 平成25年6月生まれ

5月 8日（木） 15日（木） 22日（木）
平成22年11月生まれ 平成24年10月生まれ 平成25年7月生まれ

6月 5日（木） 12日（木） 19日（木）
平成22年12月生まれ 平成24年11月生まれ 平成25年8月生まれ

7月 3日（木） 10日（木） 17日（木）
平成23年1月生まれ 平成24年12月生まれ 平成25年9月生まれ

8月 7日（木） 21日（木） 28日（木）
平成23年2月生まれ 平成25年1月生まれ 平成25年10月生まれ

9月 4日（木） 11日（木） 18日（木）
平成23年3月生まれ 平成25年2月生まれ 平成25年11月生まれ

10月 2日（木） 9日（木） 16日（木）
平成23年4月生まれ 平成25年3月生まれ 平成25年12月生まれ

11月 6日（木） 13日（木） 20日（木）
平成23年5月生まれ 平成25年4月生まれ 平成26年1月生まれ

12月 4日（木） 11日（木） 18日（木）
平成23年6月生まれ 平成25年5月生まれ 平成26年2月生まれ

H27年
1月

8日（木） 15日（木） 22日（木）
平成23年7月生まれ 平成25年6月生まれ 平成26年3月生まれ

2月 12日（木） 19日（木） 26日（木）
平成23年8月生まれ 平成25年7月生まれ 平成26年4月生まれ

3月 5日（木） 12日（木） 19日（木）
平成23年9月生まれ 平成25年8月生まれ 平成26年5月生まれ
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

70
歳
～
74
歳
の
方
の
窓
口
負

担
は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
特
例
措
置
で
こ
れ

ま
で
１
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
平
成
26
年
4
月

か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と

す
る
た
め
、
こ
の
措
置
が
見
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢

の
方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平

成
26
年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階

的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

　
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4
月

２
日
以
降
の
方
）

　

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た

だ
し
、
各
月
の
１
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
月
）
の
診
療
か
ら

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
３
割
で
す
。

◆
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

　
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月

１
日
ま
で
の
方
）

　

平
成
26
年
4
月
以
降
も
医
療

費
の
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
ま
で
、
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
に
「
２
割
（
但

し
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
１

割
）」
の
表
記
が
さ
れ
て
い
た

方
に
は
、
４
月
か
ら
使
っ
て
い

た
だ
く
新
し
い
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
に

発
送
し
て
お
り
ま
す
。
お
手
元

の
被
保
険
者
証
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
新
し

い
被
保
険
者
証
の
負
担
割
合
の

表
記
は

「
２
割（
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
表

記
で
医
療
機
関
で
の
負
担
割
合

は
１
割
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
３
割
で
す
。

い
ま
ま
で
３
割
の
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
保
健
医
療
課
（

４
２

－

５
６
１
９
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

健
康
あ
れ
こ
れ

70
歳
～
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
額
の
見
直
し
に
つ
い
て

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 26,445 24,735 8

退職本人 22,218 28,127 17

退職扶養 75,737 22,333 1

全被保険者 26,992 24,865 6

（※県内順位・・県内市町で一人当たり費用額が高い順）

平成25年12月診療分
一人当り医療費（単位円）

断
酒
会

広
島
断
酒
会
ふ
た
ば
会

お
問
い
合
わ
せ
先
：
代
表
者　

中
田
克
宣

　

０
９
０

－

４
８
０
２

－

１
８
６
５

　

４
月
４
日
（
金
）　

18
：
30
～
22
：
30

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
向
原

　

４
月
11
日
（
金
）　

19
：
00
～
21
：
00

　
　

４
月
25
日
（
金
）　

19
：
00
～
21
：
00

　
　

４
月
29
日
（
火
）　

13
：
30
～
15
：
30

　

吉
田
人
権
会
館
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
よ
し
だ

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　健康的な毎日を過ごすためには、日々の食事を見直すことが必要です。
日常の悪習慣、特に偏った食習慣が生活習慣病の大きな原因になるの
です。豊富にある食材の中から自分で何を選び、どう食べるかが重要に
なってきます。まずは、自分の食生活を見直すことからはじめませんか？

菜の花とわかめの味噌マヨネーズかけ

（ひとり分　エネルギー：80kcal、塩分：1.1g）

食 生 活 を 見 直 し ま し ょ う

（作り方）
①菜の花の下ごしらえをする。
　下から1cmくらいのかたい部分を切

り落とし、たっぷりの冷水に30分
以上浸けて充分に水を吸わせておく。

②下ゆでをして長さ半分に切る。
　熱湯で茹で、水にとり、水気を絞る。
③わかめは、よく洗って水につけても

どし、水気を絞り、一口大に切る。
④ボールにAを合せてよく混ぜる。
⑤器に②③を盛り、④をかける。

安芸高田市食生活改善推進協議会
吉 田 支 部

（材料　2人分）

菜の花 ………………200g
塩蔵わかめ……………10g 
　　みそ …………小さじ2

Ａ
　マヨネーズ …小さじ2

　　練りからし………少々  
　　酢 ……………小さじ2

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会
の
ご
案
内

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
の
全
国
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
は
、
原
告
団
弁
護
団
と
国
と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
6
月

28
日
、
被
害
者
救
済
の
枠
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
合
意
が
締
結
さ
れ
現
在
は

特
別
措
置
法
に
よ
る
救
済
手
続
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

救
済
手
続
と
は
、
集
団
予
防
接
種
に
よ
っ
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
と
認
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、
症
状
に
応
じ
て
50
万
円
～
３
、６
０
０
万

円
の
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
手
続
で
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
は
、
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
の
手
続
等
に

つ
い
て
、
広
島
県
内
の
各
地
で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て
心
配
の
あ
る
方
、
救
済
手
続
へ
の
参
加
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
、
疑
問
・
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
県
北
部
説
明
会
（
三
次
・
北
広
島
・
安
芸
高
田
・
庄
原
）

　

　

平
成
26
年
4
月
19
日
（
土
）　

13
時

　

　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
　
　

三
次
市
十
日
市
東
3
丁
目
14

－

1

　

●
参
加
無
料
・
予
約
不
要

　

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

広
島
（
中
四
国
）
弁
護
団
事
務
局

　
　
　

広
島
市
中
区
基
町
1
番
20
号
オ
プ
リ
ビ
ル
4
階　

我
妻
法
律
事
務
所
内

　

　

０
８
２
（
２
２
３
）
６
５
８
９

今月の食材

菜の花

バランスアップ!!

私たちが紹介します

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
健
診
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

健
診
を
受
け
よ
う
！ 

健
診
結
果
か
ら 

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

　

４
月
上
旬
に
平
成
26
年
度
の
健
診
の
ご
案
内
を
、
各
世

帯
主
様
宛
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
覧

い
た
だ
き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

安
芸
高
田
市
で
実
施
し
て
い
る
健
診
は
、
地
域
を
検
診

車
で
21
日
間
巡
回
し
て
実
施
す
る
総
合
健
診
、
医
療
機
関

で
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
と
特
定
健
診
の
み
の
個
別

医
療
機
関
健
診
の
３
種
類
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
健
診
が
受

け
ら
れ
る
医
療
機
関
は
、
安
芸
高
田
市
内
外
で
13
の
医
療

機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
医
療
機
関
を
選
ん

で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
総
合
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク

健
診
は
、
特
定
健
診
及
び
基
本
健
診
と
が
ん
検
診
の
併
用

が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
健
診
も
、
申
込
み
が
必
要
で
、

４
月
25
日
（
金
）
が
、
申
込
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
健
診
は
、
平
日
の
受
診
が
難
し
い
方
に
も
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
曜
日
の
健
診
日
も
１
日
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
と
個
別
医
療
機
関
健
診

の
受
診
期
間
は
、
来
年
の
１
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

今
か
ら
計
画
を
立
て
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
通
院
中
の
方
も
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
と
後
期
高
齢
者
の
方
の
総
合
健
診
は
、
い
ず
れ
の
検

査
項
目
を
受
け
て
も
市
が
全
額
負
担
し
ま
す
の
で
、
自
己

負
担
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
に
加
入
の
方
の
が

ん
検
診
料
金
も
一
部
市
が
負
担
し
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
健

診
、
個
別
医
療
機
関
健
診
に
お
い
て
も
補
助
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
健
診
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ご
加
入
の
保
険
に
よ
り
受
診
項
目
や
自
己
負
担
等
に

違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
申
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、
申
し

込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
合
が
つ
か
ず
が
ん
検
診
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
10
月
31
日
（
金
）
と
11
月
１
日

（
土
）
の
２
日
間
、
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
ご
案
内
は
、
８
月
の
回
覧
等

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

毎
年
、
市
が
実
施
す
る
健
診
に
お
い
て
、
が
ん
等
の
病

気
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
受
診
す
れ
ば
、
早
期
に

病
気
が
発
見
さ
れ
、
早
期
に
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健
診
受

診
率
は
47
・
６
％
で
、
県
内
で
は
上
位
を
位
置
し
て
い
ま

す
が
、
約
半
数
の
人
は
受
診
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
っ
て
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受

け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中

安芸高田市の食育目標～市民全員で取り組もう～
1. 朝ごはんを食べよう！！　　
2. 減塩しよう！！　　　　　　
3. 野菜をたくさん食べよう！！

｛

※「ひろしま地産地消ファンクラブ」のホーム
ページとFacebookに食のさんぽ道が掲載さ
れています。ぜひ、チェックしてみてください。
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ

れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

佐 々 木 雪
ゆき

乃
の

湯 浅 彰
しょう

真
ま

沖 増 秀
ひで

斗
と

森 安 瑛
えい

太
た

渡 辺 彩
あや

乃
の

齊 藤 篤 郎
武 田 孝 代
小 林 秀 生
野 神 　 巖
森 次 孝 三
中 村 司

髙 瀬 正 ヨ

平木 ヤスヱ

道 林 順 二
鎗　 政 登
川 手 　 豊
山田 シズノ
田 鍬 美 聰

井 明貴義

石丸 ミツコ
柘植 ミキエ
湯川 アキコ
梶川 マサ子

石 川 敏 雄
眞 矢 章 儀
柳井 タツエ

川 野 光 男
岩田 アキヱ
望 月 哲 男
久 藤 光 枝
平 木 唯 夫

猪 上 愛
あ

來
き

久 保 田 紗
さ

衣
え

金 田 咲
さ

希
き

井 上 想
そう

士
し

岡 田 香
こう

志
し

岡 田 彩
あや

楓
か

迫 広 　 明
めい

谷 重 碧
あき

駿
たか

市 川 奈
な

々
な

赤 刎 優
ゆう

心
しん

佐 々 木 颯
か な た

音
吉 田 町

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

（女）

（男）

（男）

八千代町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 国 司 ）
（ 竹 原 ）
（上入江）
（ 吉 田 ）
八千代町

（ 勝 田 ）

（ 上 根 ）
美土里町

（ 生 田 ）
（ 生 田 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 北 ）
（ 本 郷 ）

高 宮 町
（佐々部）
（佐々部）
（ 川 根 ）
（来女木）
甲 田 町

（上小原）
（下小原）
（高田原）

向 原 町
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 有 留 ）
（ 有 留 ）
（ 長 田 ）

98
79
63
76
64
89

92

77

51
91
83
88
91
80

85
94
89
91

88
80
99

80
91
95
98
87

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

2627
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